
 答えのない問いへのアプローチ２〜社会と学校の架け橋としての学び〜 

 

 今回は、前回の学びの続きを行っていきたいと考えています。問いを対比するということを考えて

いきます。まずは、前回、問いの転換をしたと思います。問いの転換をしたものと転換する前の問い

に対して優先順位をつけてみてください。全部で12番まで番号が振れると思います。 

 〜メモ（適宜利用してください）〜 

優先順位 皆さんが考えた問い（転換前と転換後） 
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 問いに優先順位をつけることはどのようなことかを考えてみます。皆さんの日常生活を考えてみて

ください。仮にやりたいことが何個かあったとします。自分のやりたいことは同時にできるでしょう

か？ほとんどの人はできないと思います。できないならどうするのか？その時は、自分がその時に一

番やりたいことや、やらなくてはならないことを最初に選択して行うことになります。皆さんが作成

した興味関心からの問いについても同じでリサーチをするかしないのか、するにしてもどのような順

番でしないといけないのかを考える必要があります。 

 皆さんが行動することに対しても「自分で選択」をする力を身につける必要があります。さて、今

回は、皆さんが作成した問いを対比してみましょう。自分が行動することを考えてください。まず自

分が行動するということは、「自分軸」が必要になります。そして、自分の行動は時間という中で行わ

れているので「時間軸」というのも大切になります。「時間軸」の問いと「自分軸」の問いを対比しな

がら自分自身を俯瞰して見つめてみることを考えてみます。 

 

STEP1 「時間軸の問い」について 

 皆さんの考えた時間軸の問いを、「過去」・「現在」・「未来」の順番に並べ替えてみてください。 

 並べ替える時は上記のメモの番号を活用してみてください。「過去」・「現在」・「未来」の時間基準は 

皆さんの自由な考えで決めてください。 

 

 

過去                   現在                    未来 

 

 



STEP2 「自分軸の問い」について 

 次に、皆さんの考えた問いを今度は、「無価値」「普通の価値」「大切な価値」という基準で並べ替え

てみてください。並べ替える時は上記のメモの番号を活用してみてください。「無価値」「普通の価

値」「大切な価値」の基準は皆さんの自由な考えで決めてください。 

 

 

無価値                普通の価値                大切な価値 

 

STEP3 「時間軸の問い」と「自分軸の問い」を座標にプロットして、それを対比して見てください。 

                       大切な価値 

 

 

 

 

過去                                         未来 

 

 

 

                       無価値 

それでは、リフレクションを行いたいと思います。 

※文章でなくても構いません。文章が苦手なら、単語でも絵でも何でも構いません。 

 自由に思いつくまま書いてください。 

１ 今回の学びで皆さん自身が発見したことを考えてください。 

 

 

 

 

２ 今回の学びで皆さんが一番印象に残るくらい新しく発見したことは何ですか？ 

 

 

 

 

３ ２の時、皆さんはどのようなことを思いましましたか？ 

 

 

 

 

４ 今回、学んだことを皆さんはどのように今後に活かしていきたいですか？ 
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